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336-A地区ガバナースローガン      地区ガバナー 山﨑 勝彦 

地区スローガン  【 地球を守る、人を護る 】 

ガバナースローガン 【 市民のための社会奉仕 】 

       

 
大洲ライオンズクラブ    会長  渦尻敬治郎 

クラブ会長スローガン  【 心を一つに We Serve 】 

       

 



       ケンサキイカ釣り と 9月第 2 イカ尽くし例会      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『 恒例！イカメタル例会 』                            有澤 宏幸 

去る 9月 21日(木)、昨年に続き、人生 2回目のイカ釣りに参戦いたしました。 

出航程なくして現れた『虹の二重橋』と『イルカの群れ』のダブル遭遇に、一行は一同に大興奮！

幸先の良い⁈お出迎えに、大漁を期待する邪念は何処やら。 

昨年の経験と教訓を持って無心に臨んだ今回、船酔い対策もどうにか奏功し、釣果は昨年の 2

倍の 20 杯超えと、イカ釣りの楽しさを十二分に味わうことが出来ました。その充実感がエネルギー

となってか、午前 3 時前の帰宅後も清々しく、当日の勤務から夜例会までしっかり走り抜けること

ができ、達成感に満ちた素晴らしい日でありました。 

今回もお誘いいただき、終始お世話になりました古森ライオンの 1 日も早いご快復を切に願ってお

ります。  有澤 宏幸 

『 初めてのケンサキイカ釣り 』        中尾 治司 

 双海町出身の私は、目の前が海という環境で育ってきたにも

かかわらず、釣りをする機会はほとんどなかったため、今回は未

経験分野を減らすという目的で参加しました。 

いよいよ釣り開始。車の中で受けたレクチャーを反芻し、周りで

次々と釣り上げるみなさんの様子を観察しながら、見様見真似

でトライし続けました。しかし、宇和海のケンサキイカたちは、素

人の疑似餌を見極めていたようで、私の針にはなかなか掛かっ

てくれませんでした。最終釣果は、ケンサキイカ３杯と太刀魚１

本。帰宅時のクーラーボックスには、周りのみなさんからいただい

た十数杯のケンサキイカたち。その美味しさは、苦い経験とともに

忘れられない思い出になりました。      中尾 治司 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『 ケンサキイカ例会 』      古森 敏夫 

昨年に続き今年もイカ（ケンサキイカ）例会を実施

することができました。昨年は釣りでお世話になっ

た船頭さんに５０杯いただき格好がついたのです

が、今年は海水温の異常が原因と思われる不漁

そして台風など異常気象の影響で出船できない

といった要因で、イカ例会は無理かもという雰囲気

でした。 

幸い濱田 L からの 30 杯と例会前日にクラブでチ

ャーターした船に兵藤、冨永、沖村、有澤、中

尾、古森、山本の７名が参加し、その釣果から

40杯を提供していただき計 70杯のケンサキイカを

たるいさんにもっていくことができました。 

昨年の私の釣行回数は８０回、一昨年が１００

回、今年は今のペースだと６０回。ということは残り

の我が釣り人生はあと３年…ということか。  

それはそれとして、来年も皆さんにおいしいケンサ

キイカを食べて頂けるよう「釣り道」に励みたいと思

っています。     古森 敏夫 



     高島 LC チャーターナイト 60周年記念式 参加      今井 要                         

参加して 

 

 

  

        

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 9/30(土)姉妹提携クラブである、高島ライオンズクラブチャーターナイト 60 周年記念式典に

参加してきました。 式典開始時刻が土曜日午前のため、前日 29 日金曜の昼前に大洲を出発い

たしました。今回の参加者は 委員長今井、冨永 L、菊池 L、久保 L、山本事務局の 5名です。冨

永 Lの運転する自家用車にて片道約 500ｋのロングドライブでしたが、車内も広く、 お天気にも恵ま

れ、渋滞に巻き込まれることも無く、滋賀県まで 6 時間近くかかりましたが、スムーズに現地に到着し

ました。 翌日は式典会場ガリバーホールへ移動、高島へは、昨年 11月に交流カニ例会で訪問して

いたので、顔なじみの会員さんもおられ、私たちはリラックスした気分で会場入りしました。正面中央に

大きなスクリーンが配置されており、式典はオープニングビデオで始まり、厳かに式典が進みました。渦

尻会長の代理として、冨永１ZC が過去の高島交流時の思い出にも触れながら姉妹クラブの祝辞を

終えました。高島 LCは今回の記念事業として、 

① 藤樹神社御創祀 100 年に記念碑を寄贈。 

② 「高島市のみらいの標語」を中学生より募集し、市内 5 か所の広告塔にその入賞作品を掲載し

て塔をリニューアル。  

③ 今津駅周辺に花のプランターやベンチ、散水栓、蛇口などを寄贈。 

④ 高島市消防団に LED 投光器を寄贈。 

など、高島市民に密着した奉仕活動、美化活動にとても貢献されていると感じました。 

式典には標語募集に入賞した中学生、市民ボランティアの方々の登壇、表彰もあり最後は和やか

な雰囲気で終わりました。 休憩を挟んで、ステージにピアノの登場！アトラクションは美しいフルート

奏者とオペラ歌手によるパフォーマンスがとても素晴らしく、この式典に花を添えていました。 

式典後の懇親会は宿泊していたホテルウエストレイク可以登楼で開催され、たくさんのお酒と、美味

しい料理、楽しいパフォーマンスで高島さんのおもてなしを受けました。 

来年は交流の年にあたり、大洲 LCがホスト役になります。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 



     高島 LC チャーターナイト 60周年記念式に同行して 事務局 山本                             

参加して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島 LC記念式典に同行し、他クラブの様子を見ることができ事務局として大変良い経験をさせて頂

きました。 

記念式典は派手過ぎず、招待客も多すぎず、少なすぎず、どんな方が来られているのかよくわかる範

囲でした。正面の大きなスクリーンでは日頃の活動や記念事業が流れ、活動写真を上手に DVD に

している所は大洲も同じだなと感じましたが、画像がとてもきれいでした。 

式典後のアトラクション、心地良いオペラの演出はいつまでも聴いていたいなと思うほどでした。 

私が一番感心、感激？したのは、祝宴時のアトラクションです。これは高島メンバーのタレント性、役

者揃いということなのでしょう、前半は滋賀県で活動もされているクラブメンバーのバンド演奏、プロ顔

負けで本当にお上手でした。また、バンド演奏中、多くのメンバーがその演奏に手拍子で盛り上がり、

とても楽しそうされている姿が印象的でした。  

つづいて後半はマツケンサンバの登場。踊り子たちもいます。衣装に、カツラに、暴れん坊将軍＝松平

健のマツケンそっくりにコスプレ？ イベント用のタレントさんを呼ばれたのかと見ていたら、なんと、高島メ

ンバーさんだと、、、！！マイク片手にマツケンサンバを歌い、会場を練り歩く姿に普段不愛想な私も

始終笑顔になりました。  

18 年前の 2005 年に高島交流事業で初めて高島 LC を訪問させて頂きましたが、その時には若いメ

ンバーはあまり居られなかったように思います。今回は若いメンバー、それに女性メンバーが多くいらっし

ゃるのに驚きました。このクラブの盛り上がりはそれが一因かもしれません。また、若いメンバーだけでな

く、祝宴会場には「終身会員席」のテーブルが設けられ、7～8 名の終身会員さんが出席されておられ

たことも少し驚きました。各クラブの色はそれぞれだと思いますが、高島 LC は、会の活動や交流をメン

バー自身がとても楽しんでいると感じました。大洲 LCにもこの盛り上がりが少しあればなと思いました。  

大洲 LC の若手御三家・・・（さて、誰誰でしょうか(笑)）に期待します。 

今回、同行許可を頂きました会長、幹事、会員の皆様、また、運転役の、冨永 L,久保 L,  

今井委員長、菊池 L, お世話になりました、ありがとうございました。    山本 さゆり 

 

 

 



         おまつり村出店予定プレス機試運転！ 

会長 所信表明   第 64代会長  渦尻敬治郎 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまつり村用 ホットプレス機による 

“せんべい”作り 検討会 

 

11 月 3 日おまつり村参加の企画で、ホットプレス

機による“せんべい”作りの実践検討会が、池本

委員長の下、沖村 L（成長自動車）のところで行

われました。 

沖村 L 主導のもと、渦尻会長、池本委員長、宮

下幹事、久保 TT、古野 L、部外オブザーバー徳

田さんが熱心に検討しておられました。 

 イメージとして、生タコ、イカを３００℃くらいのホッ

トプレス機で圧力を加えれば簡単に、売り物にな

る“海鮮せんべい”が出来上がるものと思っていま

したが、、、これがなかなか難しい！！(-.-) 

 観光地や、また、こういう商品を作成しているとこ

ろのレシピがネットに出ていますが、パリッとしたせん

べいになるには、下準備、粉まぶし、乾燥と至難

の業であることがよくわかりました。写真では分かり

にくいかもしれませんが、確かに、プレスしてアッと言

う間に、ぺしゃんこになるのですが、生ものからです

から、実際は干物と同じ感触でした。 

 おいしいのですが、売り物にする“せんべい”に

は、ほど遠く、試行錯誤がつづきます。 

挙句、冷凍たこ焼きのプレス、冷凍エビシュウマイ

のプレス、冷凍焼きおにぎりのプレス、にチャレン

ジ。それぞれ、いける味ですが、まさに“まかない

飯、つまみ” 、ビール片手につまむには最高の品

ではあるという評価。プレス時間、強さを加減して

イカを押さえると、屋台の焼きイカそのもの、おいし

い！！しかし、これは“せんべい”ではない。 

午後６時前から始まった実演検討会、気が付け

ば７時３０分。結論を見定めることなく取材班は、

ここらで引上げさせてもらいました。 

涙ぐましい努力、皆の知恵を集めて実行へ！ 

会長以下、委員長、メンバー各位、ご苦労様で

す。この努力が必ず報われますことをお祈りしま

す！!  (*^^)v 

 

（経過報告；会報担当 村上富朗取材） 



          東屋清掃活動 実施         2023/10/23   

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大洲ライオンズクラブ３０周年を記念して建てられた

城山下、肱川のほとりの東屋の清掃、周辺の雑

草、雑木の刈り払い事業が実施されました。案内

文にあるように、例会での招集で、 

天候は申し分なく、皆さん、それぞれ道具も持参、

作業の姿もやる気満々で、取り掛かられました。 

場所は、市民会館の裏といいましょうか、肱南公民

館横の樋門をくぐって城山へ続く道を進み、城山へ

の上がり口、肱川沿いに東屋が建っています。普

段、手入れはされず、木々は生い茂り、ツタが絡

み、肱川が望める格好の位置に在りながら、その存

在は意外に目立ちません。皆さんも、散歩コースで

歩いてみてください。肱川のほとりは、癒しの散歩コ

ースです。 

本日は、渦尻会長をはじめ、宮下幹事、中野テー

マ―、兵藤 L、冨永 L、亀田 L、岩田 L、沖村Ｌ、

村上 L の作業部隊が集合いたしました。 

それぞれ、鎌、鋸、くまで、ほうき、剪定ハサミなど持

参し、作業に取り掛かりました。緑に囲まれてはいる

のですが、雑草、雑木のたぐいが伸び放題です。前

述の道具はすべて手作業ですが、ここへ、沖村Ｌ、

岩田Ｌのチェーンソウ、その上、沖村Ｌの草刈り機が

登場し、威力を発揮して、一気に作業が進みまし

た。 

約１時間半、見違えるように周囲は明るくなりまし

た。東屋に座ると、目の前に肱川の流れ、肱川橋と

冨士山の景色がよく見えるように 

なりました。 

朝晩は寒くなってきましたが、本日の日中は非常に

暑く２４℃くらいあったのではないでしょうか。みなさ

ん、汗をかきながらの作業でした。 

写真をつけていますが、皆さん、機会を見つけて、東

屋周辺を歩いてみてください。 

３０数年前にここへ東屋を建てた当時のライオンズメ

ンバーの思い入れが、 

感じられると思います。 

皆さん、作業お疲れ様でした。   

  （取材班；ＭＣ委員長 記） 



               子ども食堂事業について  
  

  

 

＊＊昨年度から、かかわってきはじめた“子ども食堂”について再度 

一考してみましょう＊＊＊ 

（ネットから引っ張ってきた記事ですので引用注意・・） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

子ども食堂 

地域の大人が子どもに無料または低額で食事を提供する取り組み。2012年に東京都大

田区で始まったとされ、その後、社会福祉法人やNPO法人などの組織が全国各地で運営

に取り組むようになった。貧困家庭の子どもへの支援に限らず、地域の交流の場としての

役割を担っていることも多い。民間団体「こども食堂 安心・安全向上委員会」は 18年 4月、

子ども食堂の数が全国で 2,200カ所を超えたとの調査結果を発表した。 

(2018-4-5) 

出典 朝日新聞出版知恵蔵 miniについて 情報 

【別記事】 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

こども食堂の輪が全国に広がっており 

その数６年で 

約 23倍にまで増えました。 

「こども食堂」とは、子どもが一人でも行ける無料または低額の食堂です。「地域食堂」「みんな食堂」という名称のと

ころもあります。こども食堂は民間発の自主的・自発的な取組みです。しかし、それゆえ運営を支援する公的な制度

などが整備されていないにもかかわらず、こども食堂の数は増加の一途をたどっており、現在その数は全国で約

7,000箇所にものぼっています。（2022年 12月「むすびえ及び地域ネットワーク」調べ ※2016年は朝日新聞調べ） 

 

 

こども食堂は、月 1 回開催のところから 365 日 3 食を提供しているところまで、数人を対象としているところか

ら毎回数百人が集まるところまで、実に多様です。 

目的も、おなかをすかせた子どもへの食事提供から、孤食の解消、滋味豊かな食材による食育、地域交流の場づ

くりと、さまざまです。コロナにおいて、こども食堂は居場所としての開催は難しくなりましたが、それでも日

頃からのつながりを生かし、お弁当や食材等の配布などのフードパントリーの活動などにかえ、子ども、子育て

世帯等とのつながりを守り、活動を続けています。 

 

 

 

 

 

 

https://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E4%BA%BA-439500
https://kotobank.jp/word/%E4%BD%8E%E9%A1%8D-573969
https://kotobank.jp/word/%E9%A3%9F%E4%BA%8B-80132
https://kotobank.jp/word/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%A6%8F%E7%A5%89%E6%B3%95%E4%BA%BA-154785
https://kotobank.jp/word/NPO%E6%B3%95%E4%BA%BA-445907
https://kotobank.jp/word/%E7%B5%84%E7%B9%94-5375
https://kotobank.jp/word/%E9%81%8B%E5%96%B6-442507
https://kotobank.jp/word/%E9%81%8B%E5%96%B6-442507
https://kotobank.jp/word/%E8%B2%A7%E5%9B%B0%E5%AE%B6%E5%BA%AD-122079
https://kotobank.jp/word/%E6%94%AF%E6%8F%B4-516736
https://kotobank.jp/word/%E4%BA%A4%E6%B5%81-63363
https://kotobank.jp/word/%E5%BD%B9%E5%89%B2-143584
https://kotobank.jp/word/%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E9%A3%9F%E5%A0%82-1713141
http://publications.asahi.com/
https://kotobank.jp/dictionary/chiezomini/


                大洲のイベント 復活！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大洲のいろいろなイベント・・・・・・復活、実施されています。 

コロナ禍も、完全ではありませんが、明けたことで 

今年の秋は、それぞれの地区や、団体のイベント、そしてお祭りが 

復活しています。 

 筆者も、地区での獅子舞の世話をしていますが、 

今年は、１０月半ばの地区の祭りで各戸を回ると、お接待していただく皆さんが、 

心置きなく迎えてもらい、獅子が舞う姿にマスクなしの笑顔で楽しんでもらっていると 

実感しました。 

ここにあげたチラシのイベントも、お世話いただく皆さんの力があってこそ 

実施できます。 

それぞれの地区には祭りがあり、これは、ほんの一例ですが 

私たちの地域の活力、人の交流促進、と人間の心の高揚への効果は絶大です。 

 

実りの秋、食欲の秋、それぞれに移ろいゆく季節を楽しんでいきましょう。 

 

                           （筆者 X ） 



           ドネーション報告        2023.9.22～ 10.13. 
 

 

【 例会ドネーション 】 

 

9月第 2例会 

9/22 桝田 95歳になりました 

  渦尻 ALTとの交流会楽しかったです、来年もやりましょう 

  矢野 ALT との BBQ大会楽しい時間でした。沖村委員長ご苦労さまでした 

  宮下 釣り同好会の皆様、ご苦労さまでした 

  沖村 ALTとの交流会ありがとうございました 

  中野 安永さん、今日はありがとうございました。一緒に奉仕活動頑張りましょう 

  亀岡 明後日は久しぶりの新谷地区運動会です、いい天気になりますように 

  久保 女子バレー強いですね 

  松岡 朝夕、涼しくなりました 

  寺尾 妻の葬儀の折はありがとうございました 

  古森 今年も「イカ例会」が出来たことに感謝、そしてウクライナにも平和を 

 

10月第 1例会 

10/13 宮下 会員拡大よろしくお願いいたします 

  冨永 高島 CN60周年に 5人で参加してきました。いつものように歓待していただ

きました 

  矢野 高島ライオンズクラブ記念式参加された皆様遠方までご苦労様でした 

  渦尻 来週、息子が修学旅行で北海道に行きます。楽しんで来いよ 

  沖村 11/3 おまつり村よろしくお願いします 

  久保 紅葉のシーズンです 

  松岡 夏と冬のようになりましたが、100歳までがんばります 

 

 

Q:  「ドネーション」とは何ですか？ 

 

A: 会員の慶事、誕生、結婚、入学、新築、全快、等の内祝いや弔意、見舞いなどに対する謝礼 

その他の意を持って会員が自発的に行った寄付金の事です。 

 



 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 
 

     

 

 

 

 

 

 有限会社 亀田 
代表取締役 亀田 雅史 

 

大洲市北只 42-1 

TEL:24-5700/FAX:24-0031 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 有限会社 古森石油店 
 

古森  敏夫 
 

大洲市徳森３３６－１ 

電話  （０８９３）２５－２１１１ 

 

 

  

ススナナッックク  百百  音音  
是澤 智恵子 

 

大洲市中村 228-7 ℡24-7031 
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【 編集後記 】 

 

今回も、材料集めが間際になり、事務局 山本さんの PC編集作業 

のスピードに助けてもらいました。（毎回、ありがとうございます。） 

 表紙の写真を、今年度は、大洲市の団体や、組織にお願いして提供してもら

い、PRを兼ねて、コラボしていきたいと思います。 

皆さんの人脈を活用させていただきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

                        ＭＣ地区誌委員会 委員長 村上富朗 記 


